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あ
る
。
１
級
地
の
１
か
ら
３
級
地
の

２
ま
で
の
６
段
階
あ
り
、
１
級
地
の

１
が
一
番
都
会
で
給
付
額
も
多
い
。

財
務
省
の
財
政
審
で
は
、
同
じ
１
級

地
の
１
で
も
、
横
浜
の
消
費
水
準
は

大
阪
の
１
・
28
倍
で
あ
り
、
大
阪
の

消
費
水
準
は
１
級
地
の
２
の
ト
ッ
プ

の
仙
台
よ
り
も
か
な
り
低
い
と
い
う

資
料
が
配
布
さ
れ
て
お
り
、
大
阪
を

１
級
地
の
１
か
ら
１
級
地
の
２
に
下

げ
て
給
付
額
を
減
額
す
る
意
図
が
伺

わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
③
の
障
害
者
加
算
に
つ

い
て
は
、
身
体
・
知
的
・
精
神
の
障

害
別
に
障
害
者
加
算
に
見
合
う
必
要

性
が
あ
る
の
か
自
体
を
検
証
す
る
と

さ
れ
、
妊
産
婦
加
算
や
在
宅
患
者
加

算
等
そ
の
他
の
加
算
も
軒
並
み
検
証

の
ま
な
板
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
国
に
未
来
は
あ
る
の
か

　

生
活
保
護
世
帯
の
51
％
が
高
齢
者

世
帯
、
16
％
が
障
害
・
傷
病
者
世

帯
、
６
％
が
母
子
世
帯
で
あ
り
、
ほ

と
ん
ど
が
何
ら
か
の
困
難
や
ハ
ン
デ

ィ
を
抱
え
て
い
る
。

　

国
は
、
そ
の
生
活
保
護
世
帯
を
ま

る
で
目
の
敵
に
し
て
、
乾
い
た
雑
巾

を
絞
る
よ
う
に
、
そ
の
生
活
を
と
こ

と
ん
搾
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
ん
な
国
に
一
体
品
位
や
未
来
は
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。
憲
法
25
条
が
規
定

す
る
生
存
権
は
、
た
だ
生
き
な
が
ら

え
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、「
健
康
で

文
化
的
な
生
活
」
を
保
障
し
て
い
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

◇

　

「
生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
違
憲

大
阪
訴
訟
を
支
え
る
会
（
引
下
げ
ア

カ
ン
！
大
阪
の
会
）」
は
賛
同
者
を

募
っ
て
い
ま
す
。
一
口
１
千
円
（
個

人
会
員
）。
協
会
事
務
局
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

（
お
わ
り
）

（
弁
護
士
・
小
久
保
哲
郎
／
和
田
信
也
）

　

私
た
ち
は
、
２
０
１
３
年
８
月
か

ら
順
次
実
行
さ
れ
た
史
上
最
大
の
生

活
保
護
基
準
引
き
下
げ
に
対
し
て
裁

判
で
争
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
は

現
在
、
18
年
度
の
さ
ら
な
る
基
準
見

直
し
に
向
け
て
の
検
証
作
業
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　

社
会
保
障
審
議
会
の
生
活
保
護
基

準
部
会
で
は
、
①
母
子
加
算
等
の
見

直
し
②
級
地
区
分
の
見
直
し
③
障
害

者
加
算
を
含
む
そ
の
他
の
加
算
の
見

直
し
等
が
検
討
課
題
と
さ
れ
て
い
る

の
だ
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
逆
行

　

①
の
母
子
加
算
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
05
年
か
ら
段
階
的
に
縮
小
さ

れ
、
09
年
４
月
に
全
廃
さ
れ
た
が
、

民
主
党
政
権
時
代
の
10
年
４
月
に
復

活
し
た
。
こ
れ
を
再
度
見
直
そ
う
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

実
は
13
年
度
か
ら
の
基
準
引
き
下

げ
で
一
番
影
響
を
受
け
た
の
は
子
ど

も
の
い
る
多
人
数
世
帯
で
あ
る
。
例

え
ば
母
親
と
18
歳
未
満
の
子
一
人
の

世
帯
で
は
13
万
９
０
０
０
円
か
ら
13

万
１
０
０
０
円
へ
と
８
０
０
０
円
も

引
き
下
げ
ら
れ
て
お
り
、
子
ど
も
の

数
が
多
い
と
引
下
げ
割
合
は
さ
ら
に

大
き
く
な
る
。

　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
取
り
組
む

と
言
い
つ
つ
、
最
も
不
利
な
立
場
に

あ
る
生
活
保
護
世
帯
の
子
ど
も
へ
の

給
付
を
次
々
と
削
減
す
る
の
は
矛
盾

し
て
い
る
と
政
府
を
批
判
す
る
声

が
、
基
準
部
会
委
員
の
中
か
ら
も
あ

が
っ
て
い
る
。

大
阪
の
基
準
も
引
き
下
げ
？

　

②
の
級
地
と
は
、
地
域
ご
と
の
生

活
様
式
や
物
価
の
差
に
合
わ
せ
る
た

め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
支
給
基
準
で

健康で文化的な生活　保障を忘れるな

生
活
保
護
裁
判
の
行
方

生
活
保
護
裁
判
の
行
方

最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
10
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会員と
ともに　福

祉
医
療
改
悪
許
さ
ず

医
療
運
動

安
保
法
施
行
１
年

　

安
全
保
障
関
連
法
の
施

行
か
ら
１
年
が
経
っ
た
。

菅
義
偉
官
房
長
官
は
３
月

27
日
の
記
者
会
見
で
、

「
日
米
同
盟
の
抑
止
力
に

極
め
て
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
」
と
同
法
の

意
義
を
強
調
し
た
。
し
か

し
、「
抑
止
」
ど
こ
ろ
か

中
国
や
北
朝
鮮
の
強
い
反

発
を
招
き
、
東
ア
ジ
ア
情

勢
を
悪
化
さ
せ
た
こ
と
は

明
ら
か
だ
。
政
府
は
軍
事

偏
重
の
外
交
姿
勢
が
も
た

ら
し
た
現
実
を
直
視
し
、

憲
法
違
反
の
安
保
法
を
た

だ
ち
に
廃
止
す
べ
き
だ
。

　

戦
後
日
本
の
「
平
和
国

家
」
の
在
り
方
を
根
本
か

ら
転
換
し
、
米
国
の
戦
争

に
自
衛
隊
が
参
加
す
る
道

を
開
い
た
の

が
安
保
法

だ
。
多
く
の

国
民
が
反
対

し
、
大
半
の
憲
法
学
者
が

「
違
憲
」
と
指
摘
す
る
な

か
、
安
倍
政
権
が
強
行
成

立
さ
せ
た
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
る
ま
い
。

　

政
府
は
参
院
選
後
の
昨

年
９
月
以
降
、
米
軍
へ
の

兵へ
い

站た
ん

を
想
定
し
た
「
後
方

支
援
」
や
戦
乱
地
域
で
の

邦
人
保
護
な
ど
の
訓
練
を

相
次
い
で
実
施
。
11
月
に

は
、
内
戦
状
態
に
あ
る
南

ス
ー
ダ
ン
の
国
連
平
和
維

持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
派
遣

部
隊
に
「
駆
け
付
け
警

護
」
の
新
任
務
を
付
与
す

「
日
報
」
だ
っ
た
。
首
都

ジ
ュ
バ
で
大
規
模
な
「
戦

闘
」
が
発
生
し
、
自
衛
隊

員
が
巻
き
込
ま
れ
る
危
険

性
が
生
々
し
く
記
載
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
「
日
報
」

を
防
衛
省
が
隠
ぺ
い
し
て

い
た
こ
と
が
判
明
し
た
一

権
は
、
応
戦
を
含
む
米
艦

防
護
や
集
団
的
自
衛
権
行

使
の
訓
練
を
始
め
る
と
い

う
。「
自
衛
隊
が
一
人
の

戦
死
者
も
出
さ
ず
、
一
人

の
外
国
人
も
殺
さ
な
か
っ

た
」
と
い
う
平
和
の
歩
み

が
存
続
の
危
機
に
直
面
し

い
外
交
を
重
ね
て
き
た
の

で
あ
る
。
長
年
に
わ
た
っ

て
築
い
て
き
た
平
和
の
礎

を
一
介
の
内
閣
の
判
断
で

壊
す
こ
と
は
到
底
容
認
で

き
な
い
。

　

安
倍
政
権
は
任
期
中
の

憲
法
改
定
を
悲
願
と
し
て

い
る
。「
戦
闘
地
域
」
で

の
活
動
や
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
容
認
は
９
条
改
憲

の
既
成
事
実
化
の
よ
う
に

映
る
。
い
く
ら
政
府
が

「
抑
止
力
強
化
」
を
唱
え

て
正
当
化
し
よ
う
と
も
、

軍
拡
競
争
の
先
に
未
来
は

な
い
。
安
保
法
を
廃
止
し

て
９
条
を
堅
持
し
、
今
こ

そ
「
平
和
国
家
」
の
旗
を

高
く
掲
げ
る
べ
き
だ
。

方
で
、
政
府
は
今
な
お

「
戦
闘
」
が
発
生
し
た
こ

と
自
体
を
認
め
よ
う
と
は

し
て
い
な
い
。

　

事
実
か
ら
目
を
背
け
、

自
衛
隊
員
を
危
険
に
さ
ら

す
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
だ

ろ
う
か
。
今
後
、
安
倍
政

て
い
る
。

　

日
本
は
憲
法
９
条
の

下
、
軍
事
で
は
な
く
、
経

済
援
助
や
イ
ン
フ
ラ
整

備
、
医
療
支
援
、
人
材
育

成
な
ど
の
分
野
で
各
国
と

友
好
関
係
を
結
ん
で
き

た
。
極
め
て
人
道
的
で
尊

る
な
ど
、
国
民
的
合
意
が

な
い
ま
ま
同
法
の
本
格
運

用
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

　

南
ス
ー
ダ
ン
か
ら
は
５

月
末
ま
で
に
撤
収
す
る
こ

と
を
決
め
た
が
、
同
法
の

危
険
性
を
如
実
に
示
し
た

の
が
現
地
派
遣
部
隊
の

「
抑
止
」逆
効
果
を
直
視
せ
よ

８
年
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬

改
善
要
求
第
２
次
案
を
と
り

ま
と
め
、
▽
ク
ラ
ウ
ン
ブ
リ

ッ
ジ
維
持
管
理
料
を
廃
止
し

補
綴
技
工
料
を
大
幅
に
引
き

上
げ
る
こ
と
▽
「
か
強
診
」

の
評
価
体
系
を
抜
本
的
に
見

直
す
こ
と
▽
「
か
強
診
」
の

施
設
基
準
の
内
容
を
見
直
す

こ
と
│
―
に
つ
い
て
協
会
へ

の
討
議
を
要
請
し
て
い
る
。

　

大
阪
歯
科
協
会
は
、
１
次

案
で
は
▽
補
診
を
廃
止
し
補

綴
技
術
料
に
改
め
る
▽
か
強

診
の
抜
本
再
編
―
―
を
求
め

た
。
２
次
案
に
つ
い
て
も
、

社
保
研
究
部
で
の
協
議
を
受

け
て
、
保
団
連
要
求
に
賛
成

す
る
意
見
を
出
す
。
保
団
連

は
、
改
善
要
求
を
６
月
に
取

り
ま
と
め
る
。

　

５
月
20
日
に
開
く
第
53
回

評
議
員
会
、
５
月
28
日
に
開

く
第
53
回
総
会
に
向
け
て
、

12
月
か
ら
情
勢
、総
括
、方
針

　

協
会
は
８
日
に
第
１
回
理

事
会
を
開
き
、
医
療
運
動
で

は
診
療
報
酬
改
善
要
求
に
つ

い
て
、
会
務
運
営
で
は
評
議

員
会
・
総
会
に
向
け
た
方
針

案
な
ど
を
討
議
し
た
。
国
会

審
議
が
始
ま
っ
た
「
共
謀

罪
」
法
案
の
廃
案
を
求
め
る

理
事
会
声
明
を
発
表
す
る
。

　

保
団
連
は
３
月
に
２
０
１

の
３
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
で
作
業
を
進
め
て
き
た

「
情
勢
、
２
０
１
５
・
２
０

１
６
年
度
活
動
総
括
、
２
０

１
７
・
２
０
１
８
年
度
活
動

方
針
」
案
の
最
終
報
告
を
受

け
て
、
理
事
会
と
し
て
の
案

を
確
認
し
た
。
理
事
会
案
を

機
関
紙
で
会
員
に
届
け
る
。

　

次
期
役
員
の
う
ち
評
議

員
、
地
区
責
任
者
、
地
区
役

員
に
つ
い
て
、
11
地
区
が
選

出
し
た
全
員
を
承
認
し
た
。

任
期
は
そ
れ
ぞ
れ
４
月
８
日

か
ら
向
こ
う
２
年
間
。
理
事

・
監
事
に
つ
い
て
、
役
員
選

考
委
員
会
は
理
事
候
補
26

人
、
監
事
候
補
２
人
を
推

薦
。
理
事
会
で
は
、
選
考
委

員
会
推
薦
の
理
事
候
補
に
２

人
追
加
し
28
人
を
評
議
員
会

へ
提
案
す
る
。
変
更
に
つ
い

て
理
事
会
か
ら
選
考
委
員
会

に
報
告
し
、
承
認
を
得
る
。

監
事
候
補
は
選
考
委
員
会
の

推
薦
ど
お
り
。

核
廃
絶
を
ア
ピ
ー
ル

理事会前街宣　千日前
　核兵器廃絶署名を広げようと協
会は８日、千日前のビックカメラ
前で街頭宣伝に取り組んだ（写
真）。宣伝には役員・事務局らが
参加し、被爆の実相を伝える写真
を掲げて、核廃絶署名への協力を
訴えた。

　

協
会
が
取
り
組
ん
だ
国
会

要
請
や
中
央
集
会
な
ど
の
中

央
行
動（
東
京
）は
、
２
年
間

で
21
回
を
数
え
、
延
べ
２
８

７
人
の
役
員
・
会
員
な
ど
が

参
加
し
た
。
２
０
０
７
年
以

降
、
取
り
組
ん
で
き
た
「
保

険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
」
求

め
る
請
願
署
名
は
、
こ
れ
ま

で
に
全
国
で
総
計
１
４
３
万

筆
に
達
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
運
動
は
着
実
に
実
を
結
ん

で
い
る
。
診
療
報
酬
の
全
体

が
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
な
っ
た

２
０
１
６
年
改
定
で
、
歯
科

診
療
報
酬
本
体
は
０
・
61
％

引
き
上
げ
と
な
っ
た
。
文
書

提
供
や
在
宅
診
療
が
改
善
さ

れ
る
成
果
も
勝
ち
取
っ
た
。

　

平
和
運
動
で
は
憲
法
違
反

の
「
安
全
保
障
関
連
法
」
に

対
し
「
戦
争
あ
か
ん
」
を
掲

げ
て
、
医
師
・
歯
科
医
師
１

０
０
０
人
ア
ピ
ー
ル
や
反
対

署
名
な
ど
を
展
開
し
た
。

　

大
阪
で
は
、
大
阪
都
構
想

の
是
非
を
問
う
住
民
投
票

（
２
０
１
５
年
５
月
）で
「
大

阪
都
構
想
」に
反
対
し
、運
動

し
、
協
会
は
機
敏
に
反
対
運

動
を
展
開
（
写
真
）。
医
科

協
会
や
他
団
体
と
の
協
力
の

下
で
短
期
間
に
６
万
筆
以
上

の
署
名
を
集
め
て
府
に
提
出

し
、
▽
子
ど
も
と
ひ
と
り
親

家
庭
へ
の
助
成
の
現
状
維
持

▽
老
人
や
障
が
い
者
で
は
３

年
間
の
経
過
措
置
を
設
け
る

―
―
な
ど
、
改
悪
計
画
を
見

直
し
さ
せ
た
。

　

協
会
は
、
53
回
総
会
後
も

誰
も
が
安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
社
会
保
障
の

拡
充
へ
運
動
を
強
め
る
。

 

（
お
わ
り
）

　

合
格
者
１
千
人
割
る　

歯

科
技
工
士
国
試
／
日
本
歯
科

新
聞
（
４
月
４
日
付
）

　

２
０
１
６
年
度
の
歯
科
技

工
士
国
家
試
験
合
格
者
数
は

９
８
７
人
で
、
１
千
人
を
割

っ
た
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。

前
年
度
か
ら
受
験
者
数
で
１

０
２
人
、
合
格
者
数
で
１
１

７
人
減
っ
た
。
ま
た
、
過
去

15
年
間
の
国
試
結
果
を
掲

載
。
02
年
度
比
で
受
験
者
数

・
合
格
者
数
と
も
に
１
４
０

０
人
弱
減
少
し
た
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。

を
展
開
し
た
。
都
構

想
を
否
決
さ
せ
た
。

　

松
井
一
郎
大
阪
府

知
事
が
打
ち
出
し
た

府
の
福
祉
医
療
費
助

成
制
度
改
悪
案
に
対

第１回理事会

評議員会・総会の成功へ
次期役員、活動方針案など討議


